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6/19（日）ミウィ橋本５階インナーガーデン他

6/8（水）～ 6/9（木）

今できること！
　今年は梅雨明け後、記録的な暑さが続く中、「電力需給のひっ迫注意報」が発令されました。今年
の冬の電力需給は過去10年間で最も厳しい見通しとなっていますので、今回は家庭でできる冬の
節電方法を紹介します。家庭の省エネを進めるため、電気の使い方を見直してみませんか？

エアコン 冷蔵庫

照明
●必要ない部屋の電気は消しましょう。
●LEDなど省エネ性能の優れた製品に
　切り替えましょう。

電子レンジを効果的に使いましょう。

●熱いものは冷ましてから保存
　しましょう。
●冷蔵庫の温度設定を確認してみましょう。
　（「強」なら「中」や「弱」にできないか
　確認しましょう。）
●冷蔵庫内は「7割目安」に余裕を
　もって収納しましょう。
●無駄な開け閉めはやめましょう。
●壁から適切な間隔で設置しましょう。

待機電力

●長時間使わない家電は、本体の主電源を切ったり、
　プラグを抜いて待機電力をゼロにしましょう。

https://www.tepco.co.jp/forecast/
（東京電力パワーグリッド㈱HPより）

でんき予報で毎日の
電気の使用状況と見通しを

確認しよう！

　ステージでは地球温暖化〇×クイズ「さがぼーくんのエコ
な一日」を開催し、18名の小学生がクイズに挑戦してくれま
した。全問正解者が出るなど、大いに盛り上がりました。
　ブースでは「さがぼーくんかるた」の気に入った札にシール
を貼ってもらったほか、会員の展示・クイズを通して多くの
方に温暖化対策を知っていただく良い機会となりました。
さがぼーくんも大活躍の1日でした。 カルタの展示 クイズ大会の様子

アイフォーコムホールディングス株式会社
SDGsの取組紹介

◆『No.3 すべての人に健康と福祉を』
　あらゆる年齢の全ての人の健康的な生活を確保し、　　　　　　　　　
　福祉を推進する目的で健康経営優良法人を目指しております。
◆『No.13 気候変動に具体的な対策を』
　・気候変動とその影響に立ち向かうため、クールビズへ取り組んでいます。
　・グループ会社の環境事業【脱炭素コンサルティング、エネルギー
　　モニタリング】の拡大と発展を推進しております。

【主な活動内容】

「健康経営優良法人 2022」
認定証

「脱炭素コンサルティング
エネルギーモニタリング」

「COOL BIZ への取り組み」

●冬の温度設定は室温 20℃を目安に。
●目詰まりしたフィルターを清掃しましょう。
●扇風機やサーキュレーターで暖かい空気を
　循環させましょう。
●厚手のカーテンで暖かい空気が窓から逃げない
　ようにしましょう。床まで届くカーテンはより
　効果的です。
●服装を工夫してウォームビズしましょう。
●室外機の吹出口に物を置かないようにしましょう。

さがみはら環境まつりに参加しました！

令和4年度会員研修　自然豊かな尾瀬の森林に学ぼう！

●料理の下ごしらえや仕上げに電子レンジを効果的に使用しましょう。
　（煮込み料理の野菜をチンしてから鍋へうつせば煮崩れも少なく、ガス代も節約に！）
●炊飯器の保温は 4時間までにして、その後は電子レンジでの温め直しにしましょう。

　尾瀬の森林を学ぶため１泊２日の視察研修を行い
ました。
　行きのバスの中では尾瀬の地図、成り立ち、法律や
歴史、自然保護活動について説明があり、知識を深める
ことができました。
　到着後、尾瀬ぶらり館より鳩待峠へ移動途中に、ブナ
（橅）林の管理状態を見学しました。ブナ材は使用用途が
ない為、間伐材もその場所に放置しているとのことで
した。10年以上前にブナの植林ボランティアを募り、
水をたくさん貯えるというブナの特性を生かし植林を

行い、自然の山林を甦らせるという
取り組みを行ってきましたが、大き
くなるにつれてブナの間隔が狭くな
り、人の手で間伐を行うことに大変
な苦労があるということが分かりま
した。
　２日目は尾瀬ケ原を専属ガイド
（東京パワーテクノロジー㈱）の誘導
で散策し、尾瀬に生息する動植物に
ついてご説明いただきました。自然
を守るために湿地帯に入らないよう木道の整備を行い、
資材に人工林のカラマツを使用することで森林資源
の循環利用を行っており、8～10年ごとに木道を交換
するということでした。
　帰りのバスの中では、参加者全員が各自の感想や意見
の発表を行い「ガイドさんのおかげで非常に分かりやす
く勉強になった。」、「（尾瀬ヶ原の散策の際）素晴らしい
景色が見られて良かった。」という感想が多くありました。

冬も電力逼迫の
可能性があるよ！

冬も外気と比べて快適な室内温度を保つには、
エアコンや暖房器具を使う必要があるね。
冬服はかさばるので洗濯機と乾燥機の使用時
間が長くなるね。

～今年の冬は出来る限りの節電を～




